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〔装置の概要〕

３検出器を有するSPECT装置（東芝ＧＣＡ-9300

Ａ）はSPECT専用機として開発された、高分解

能高感度イメージングに適する機器である'12)。

本装置のシンチカメラの検出部は角型で、各検出

器が３角型に配置され、被検者の身体に近接する

ように回転半径を調節できる。コリメータは、頭

部用にはファンビーム型が用いられるが、心臓用

には平行孔型で、超高分解能(SHR),高分解能(HRL

汎用(GP)の３種類が利用できる。各コリメータ

を用いた時の分解能(ＦＷＨＭ)と相対感度をTable

１，２に示す。分解能は回転半径20cmで10mm台が達

成でき、また感度については、従来型のsingle-

headSPECTでＨＲコリメータ使用時の感度を1.0

とすると３角型ではＧＰコリメータ使用時5.7の

相対感度であった。

〔臨床応用〕

この装置を用いることにより、従来の心筋シン

チグラフィあるいは心プールシンチグラフィに比

較して優れた画像が得られるようになった3)。そ

の主な特徴は以下のごとくである。

１．分解能の改善による、より詳細な形態評価

や、定量性の改善が得られた。

Ｆｉｇｌに２検出器および３検出器SPECTによ

り撮像した201Tl心筋SPECT像を比較して示す。

両者の検査を同一症例にて施行できた10症例につ

いて検討すると、全例で３検出器型の方が心筋壁

はより鮮明で、乳頭筋の形状も明らかであった2)。

また欠損を有するファントムで欠損／正常部の比

をみると３検出器型の方が理論値に近かった。

２．心筋，心プールのGatedSPECTが通常の

SPECTデータ収集の時間で可能となった。

ゲート心プール検査のSPECTは従来収集時間

に１時間近くの長時間を必要とし、また画像再構

成時間が長いために、ルーチン検査になりにくか

った。この領域においても、本法の有用性は期待

できる。特に従来の201Tlのみでなく、９９mTc-

MIBIによる心筋イメージングが可能になったた

め、ゲートに適した条件力鳴られるようになった。

Ｆｉｇ２にそのゲート像の例を示す。

３．感度の改善により、短時間収集が可能にな

った。

従来のSPECTでは約20-30分程度のデータ収

集時間が用いられてきた。３検出器型では従来と

同程度の画質を目標とするならば、この収集時間

も短縮することができるため、重症患者や小児で

の短時間SPECTにも有効である。もちろん従来

と同様の時間をかければ統計精度の良い、良質の

画像を得ることができる。Fig.３はその収集時

間の違いによる画質を比較したものである。

４．短時間の反復収集が可能なため、動態解析

にも適している。

動態解析における有用性は、速いクリアランス

を有する99nITc-SQ30217のような心筋血流製

剤や(Ｆｉｇ４)、これから開発が進むであろう代謝

イメージングにおいて有用性が高い。３検出器

SPECTによる連続反復回転収集(continuousrepe

titiverotationacquisition)は、この目的のために

適した方法である4)。
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